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JIS X 8341-3:2016 概要

このセッションのアウトライン：
2016年版公示までの経緯
2016年版の主なポイント
1. レベル AA
2. 附属書JA（参考）と附属書JB（参考）
3. JIS X 8341-3:2016への適合
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2016年版公示までの経緯
2004年の制定から2016年の改定まで
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2004年6月、「JIS X 8341-3」を初めて制定

JIS X 8341-3:2004
高齢者・障害者等配慮設計指針
－情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス
－第3部：ウェブ コンテンツ

行政サービスにおけるデジタルデバイドの回避など
を目的として、特に公的機関に向けて制定された
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JIS X 8341-3:2004「解説」

3.1 適用領域，対象業界
この規格の第一義的な対象となる領域は，公共
分野である。政府，地方自治体を始めとする
公共的分野におけるウェブコンテンツは，この
規格を用いることによって幅広い人々に情報への
アクセスを保障すべきである。
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工業標準化法

（日本工業規格の尊重）
第六十七条 国及び地方公共団体は、鉱工業に
関する技術上の基準を定めるとき、その買い入れ
る鉱工業品に関する仕様を定めるときその他その
事務を処理するに当たつて第二条各号に掲げる
事項に関し一定の基準を定めるときは、日本工業
規格を尊重してこれをしなければならない。

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S24/S24HO185.html
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2008年12月、「WCAG 2.0」がW3C勧告に

WCAG(Web Content Accessibility Guidelines) 2.0
「WCAG 1.0」から約9年半ぶりの改定
各国で技術基準として採用されている ”世界標準”
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2010年8月、「JIS X 8341-3」を初めて改定

JIS X 8341-3:2010
W3C勧告「WCAG 2.0」を包含する形で改定
同じ達成基準をウェブコンテンツの要件として採用
 3つのレベル（A、AA、AAA）も同じく採用

さらに、JISではプロセス（企画、設計～運用まで）
および試験方法に関する要求事項を独自に追加
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2012年10月、「WCAG 2.0」がISO/IEC規格に

ISO/IEC 40500:2012
W3C勧告「WCAG 2.0」をそのまま国際規格として承認
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2016年3月、「JIS X 8341-3」2回目の改定

JIS X 8341-3:2016
対応国際規格となった「ISO/IEC 40500:2012」の
一致規格とすべく改定
元の「WCAG 2.0」と同じ3つのレベルの達成基準
JIS独自の附属書JA（参考）と附属書JB（参考）も追加
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ポイント その1.

レベル AA
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「JIS X 8341-3:2016」

61の達成基準、3つのレベル
レベル A 25の達成基準
アクセシビリティ確保に最低限必要なレベル

レベル AA 13の達成基準
諸外国でも公的機関に求められるレベル

レベル AAA 23の達成基準
レベル AAAを目標とすることは推奨しない

総務省「みんなの公共サイト運用ガイドライン（2016年版）」でも
公的機関に対してレベルAA対応を推奨
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/guideline.html

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/guideline.html
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国連の障害者権利条約

http://www.un.org/disabilities/convention/conventionfull.shtml

http://www.un.org/disabilities/convention/conventionfull.shtml


© Infoaxia, Inc.  2016. All rights reserved.

国連の障害者権利条約（日本語訳）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.html

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.html
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各国や地域における法制化・規格化

何らかの形で法制化している国や地域
アメリカ、イギリス、イタリア、フランス、
ドイツ、スペイン、スウェーデン、オランダ、
オーストリア、ベルギー、ポルトガル、ノルウェー
ブラジル、カナダ（オンタリオ州）、オーストラリア、
ニュージーランド、韓国、日本 など

法制化されていないが、規格等がある国や地域
デンマーク、アイルランド、フィンランド、ルクセ
ンブルグ、シンガポール、タイ、香港 など
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この法律、ご存知ですか？

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html
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ポイント その2.

附属書JA（参考）と附属書JB（参考）
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附属書 JA（参考）

ウェブアクセシビリティの確保・維持・向上の
プロセスに関する推奨事項
どのように対応を進めていけばよいかの基本的
な枠組み、流れを示している
企画、設計、制作・開発、確認、保守・運用に至る
各プロセスにおける推奨事項
PDCAサイクルによるウェブアクセシビリティの
確保・維持・向上



© Infoaxia, Inc.  2016. All rights reserved.

附属書 JB（参考）

試験方法
「ウェブページ単位」と「ウェブページ一式単位」

ウェブページ単位：
特定のURLだけが対応している場合

ウェブページ一式単位：
Webサイト全体やディレクトリ全体で対応した場合
試験は「ランダム選択25ページ以上」＋「任意選択
15ページ以上」で実施すればよい
総ページ数に関係なく、計40～50ページ程度 が目安
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ポイント その3.

JIS X 8341-3:2016への適合
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JIS対応の基本的な進めかた

方針を決める
対象範囲、目標とするレベルと対応度

対象範囲での対応を進める

試験を実施する
特定のページのみ対応＝ウェブページ単位
Webサイト全体などで対応＝ウェブページ一式単位

試験結果を公開する
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WAIC独自の各種ガイドライン

ウェブコンテンツのJIS X 8341-3:2016 
対応度表記ガイドライン

http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-
guidelines/201603/

ウェブアクセシビリティ方針策定ガイドライン
http://waic.jp/docs/jis2016/accessibility-plan-
guidelines/201604/

JIS X 8341-3:2016 対応発注ガイドライン
http://waic.jp/docs/jis2016/order-guidelines/201604/

JIS X 8341-3:2016 試験実施ガイドライン
http://waic.jp/docs/jis2016/test-guidelines/201604/

http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/
http://waic.jp/docs/jis2016/accessibility-plan-guidelines/201604/
http://waic.jp/docs/jis2016/order-guidelines/201604/
http://waic.jp/docs/jis2016/test-guidelines/201604/
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適合 ＝ 供給者適合宣言

当規格の基準を満たしていることを示す一つの
方法として「供給者適合宣言」がある

「JIS Q 17050-1 適合性評価 供給者適合宣言 第1部：一般要求事項」
「JIS Q 17050-2 適合性評価 供給者適合宣言 第2部：支援文書」

試験は「JIS X 8341-3:2016」の要求事項を
理解していれば誰でも実施可能

Webサイトの運営者
受託しているWeb制作会社
どちらでもない第三者

いずれの場合もサイト運営者が「供給者適合宣言」を行う
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「供給者適合宣言」が困難な場合

ウェブアクセシビリティ基盤委員会作成の
「対応度表記ガイドライン」を用いる

総務省「みんなの公共サイト運用ガイドライン」でも採用

http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/

http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/
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試験対象ページの選定方法

ウェブアクセシビリティ基盤委員会作成の
「試験実施ガイドライン」

ウェブページの試験は、対象範囲内にある全てのウェブページ
がJIS対応を済ませていることが大前提



最後に
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JIS対応 / Webアクセシビリティ うそ？ ホント？

障害者のためだけに特別なコトをする
ウチのWebサイト、高齢者や障害者は使わない
文字サイズ変更ボタンが必要
文字色 / 背景色変更ボタンが必要
音声読み上げ機能が必要
デザインの見た目がつまらなくなる
チェックツールだけで機械的にチェックできる

全部ウソです。


	スライド番号 1
	植木 真（うえき まこと）
	JIS X 8341-3:2016 概要
	2016年版公示までの経緯
	2004年6月、「JIS X 8341-3」を初めて制定
	JIS X 8341-3:2004「解説」
	工業標準化法
	2008年12月、「WCAG 2.0」がW3C勧告に
	2010年8月、「JIS X 8341-3」を初めて改定
	2012年10月、「WCAG 2.0」がISO/IEC規格に
	2016年3月、「JIS X 8341-3」2回目の改定
	ポイント その1.��レベル AA
	「JIS X 8341-3:2016」
	国連の障害者権利条約
	国連の障害者権利条約（日本語訳）
	各国や地域における法制化・規格化
	この法律、ご存知ですか？
	ポイント その2.��附属書JA（参考）と附属書JB（参考）
	附属書 JA（参考）
	附属書 JB（参考）
	ポイント その3.��JIS X 8341-3:2016への適合
	JIS対応の基本的な進めかた
	WAIC独自の各種ガイドライン
	適合 ＝ 供給者適合宣言
	「供給者適合宣言」が困難な場合
	試験対象ページの選定方法
	最後に
	JIS対応 / Webアクセシビリティ　うそ？　ホント？



